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岩 片状で 採取 されコ ア外 形が残 る。
岩 片は新 鮮で 硬質。
細 脈で分 離し た角礫 岩状 を示す 。

C IV

棒 状コア 主体 で岩片 状部 分が見 られ
る 。
暗 灰色の 斑レ イ岩部 分と 灰色の トー
ナ ル岩部 分が 混在す る角 礫岩状 を示
す 。
白 色の方 解石 脈が多 く見 られる 。

B III

岩 片状コ ア主 体。部 分的 に棒状 コア
を 含む。 灰色 のトー ナル 岩が混 在す
る 。

C IV

a

粘 土化流 出し ている 。D VI b

棒 状コア 主体 で硬質 。灰 色のト ーナ
ル 岩主体 。B II

粘 土分が 流出 し礫状 部分 が残る 。。

暗
灰

C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。
ト ーナル 岩が 混在す る。

灰 B III

岩 片状コ ア主 体で粘 土分 が流出 して
い る。V

岩 片状コ アで 一部棒 状コ ア外形 を示
す 。
岩 片には 白色 の輪郭 のは っきり しな
い 脈が割 れ目 を充填 する よな形 状で
見 られる 。

C
IV

棒 状コア 主体 で硬質 。
方 解石の 細脈 が多く 見ら れる。 網目
状 に割れ 目を 充填す るよ うな形 状で
密 集して 発達 する部 分も 見られ る。
深 度22.5m以深で 角度45°の 亀裂が 多
く 見られ る。

B III

岩 片状コ ア主 体。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B III
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棒 状コア 主体 で硬質 。B III

片 状コア 。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B II

棒 状コア 主体 で硬質 。B II

片 状コア 。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。
斜 長石の 斑晶 がみら れる が輪郭 は不
明 瞭。
網 目状に 割れ 目を充 填す るよう に輪
郭 の不明 瞭な 方解石 の細 脈が見 られ
る 。
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ル
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灰

B II

a α

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B III

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B III

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B III

片 状コア 主体 で一部 コア 外形を 残す。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B III

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。B III

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア 主体 で硬質 。
深 度43.7mに幅 10cm程度 の石 英脈が 見
ら れる。
石 英脈の 中に さらに 白色 の方解 石脈
が 亀裂を 充填 するよ うに 見られ る。
全 体に方 解石 の脈が 散在 する。
斜 長石の 斑晶 が散在 する トーナ ル岩
が 混在す る。

III

深 度45.1mに角度 60°程 度で 方解石 脈
が 分布す る。
方 解石脈 と調 和的な 亀裂 が見ら れる。

II

棒 状コア 主体 で硬質 。III

全 体に亀 裂を 充填す るよ うに輪 郭の
不 鮮明な 方解 石脈が 見ら れる。II

III

II

B

III

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。
方 解石脈 の色 調が灰 色と なり輪 郭が
ぼ やける 。
全 体とし て、 亀裂を 充填 するよ うな
形 状で網 目状 に脈が 見ら れる。

B II

a

片 状コア 。C V b

棒 状コア で硬 質。III

全 体に輪 郭が 不明瞭 な脈 が多く 見ら
れ る。II

I

深 度57.6mに角度 40°程 度で 幅1mmの
明 瞭な方 解石 脈が見 られ る。
脈 に調和 的に 亀裂が 発生 してい る。

II

III

B

II

片 状コア 。C V
角 度60° 幅 5mm程 度の方 解石 脈が見 ら
れ る。B II

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア で硬 質。II

B

III

片 状コア 主体 。C IV

棒 状コア で硬 質。III
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片 状コア 。IV

棒 状コア で硬 質。II

棒 状～片 状コ ア。IV
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棒 状コア で硬 質。II

棒 状～片 状コ ア。IV

棒 状コア で硬 質。III

片 状コア 。IV

棒 状コア で硬 質。III

斜 長石の 斑晶 が多見 られ トーナ ル岩
の 組織が よく 残って いる 。II

斜 長石の 斑晶 の輪郭 が不 明瞭に なる。
輪 郭の不 明瞭 な脈が 全体 に見ら れる。III

II
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片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。III

II

片 状コア 。IV

棒 状コア で硬 質。III

角 度60° 程度 の方向 の脈 が比較 的多
く 見られ る。
深 度78mで は幅5cmで 脈が 密集す る。
全 体に色 調の 薄い脈 が多 く見ら れる。

B

II

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。
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B III

a α

輪 郭の不 明瞭 な斜長 石が 多く見 られ
る 。
全 体に輪 郭の 不明瞭 な脈 が割れ 目を
充 填する よう な形状 で見 られる 。

B II

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア 主体 。不規 則な 形状の 割れ
目 が見ら れる 。
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B III

a α

棒 状コア で硬 質。
暗 灰色の 部分 が角礫 状に 分布し 、割
れ 目に細 い脈 が充填 する ように 分布
す る。

III

II

深 度89m付 近にト ーナル 岩が 混在す る。

暗
灰

B

III

a

礫 状～砂 状。 粘土分 が流 出して いる。
岩 片には 脈が 密集し 灰色 の色調 を示
す 。

灰 D V d

棒 状コア で硬 質。B II

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。
角 度60° 程度 の方解 石の 明瞭な 脈が
見 られる 。

III
B

II

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。
全 体に、 輪郭 の不明 瞭な 脈が割 れ目
を 充填す るよ うに見 られ る。

暗
灰

II

脈 が多く 灰色 の色調 を示 す。
暗
灰
灰

B

III

棒 状～片 状コ ア。
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暗灰 C IV

a

α

棒 状コア 。暗灰 B II

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。
輪 郭の不 明瞭 な斜長 石が 散在す る。
全 体に輪 郭の 不明瞭 な脈 が分布 する。
不 規則な 形状 の割れ 目が 見られ る。

II

棒 状コア で硬 質。
輪 郭の不 明瞭 な斜長 石が 散在す る。III

輪 郭の不 明瞭 な脈が 多く 見られ る。II

不 規則な 形状 の割れ 目が 見られ る。III

斜 長石の 斑晶 が大き くな り輪郭 がさ
ら に不明 瞭に なる。

B

II

棒 状～片 状コ ア。C IV

深 度108.1、 108.6mに角 度30°程度 の
幅 1mm程度 の明瞭 な方解 石脈 が見ら れ
る 。
方 解石脈 と調 和的に 亀裂 が発達 する。
深 度109.5～ 109.8mに暗 灰色 の色調 を
示 す斑レ イ岩 が混在 する 。III
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179.08
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る 。
方 解石脈 と調 和的に 亀裂 が発達 する。
深 度109.5～ 109.8mに暗 灰色 の色調 を
示 す斑レ イ岩 が混在 する 。III

深 度111.2、 111.9mに角 度70°程度 の
明 瞭な方 解石 脈が見 られ る。
脈 に調和 的に 亀裂が 発達 する。

輪 郭のは っき りした 斜長 石が目 立つ。
角 度30～ 60° で流れ てい る。調 和的
な 脈と非 調和 な脈が 見ら れる。

II

III

II

III

深 度116.5mに 角度20°で 幅2cm程度 の
脈 が見ら れる 。II

III

II

B

III

片 状コア 。C IV

II

III

深 度121.4mに 暗灰色 の色 調を示 す斑
レ イ岩を 混在 する。

II

角 度60° 程度 の亀裂 が発 達する 。
亀 裂と調 和的 な方解 石脈 が見ら れる。

III

深 度125.2mに 幅 2mm程度 の明 瞭な方 解
石 脈が多 く見 られる 。
輪 郭の明 瞭な 斜長石 が見 られる 。

II

III

深 度127.6、 127.8mに角 度60°程度 の
明 瞭な亀 裂が 見られ る。
脈 の方向 とは 非調和 。

II

深 度128.6～ 129.7m方解 石脈 が多く 見
ら れる。III

II

III

II

III

II

全 体に亀 裂が 少なく 硬質 。I

灰

B

II

a α

灰 白色に 脱色 してコ ア表 面はざ らつ
く 。

灰
白 III c

片 状コア 。灰 V d
灰 白色に 脱色 しコア 表面 はざら つく。灰白

C

c

β

II

棒 状コア で硬 質。
斜 長石の 斑晶 が見分 けら れなく なる。
脈 の色調 も薄 くなる 。

I

深 度140m灰白 色に脱 色し てコア 表面
が ざらつ く。

II

全 体に亀 裂が 少なく 硬質 。
色 調の薄 い細 かな脈 が亀 裂を充 填す
る ような 形状 で見ら れる 。

I

深 度144.3～ 145.0mに縦 方向 に方解 石
脈 が見ら れる 。

II

I

II

角 度30° 程度 の方解 石脈 が見ら れ、
調 和的な 亀裂 が発達 する 。

I

II

I

II

III

灰 B a α

灰 白色に 脱色 して表 面が ざらつ く。灰白 C b β
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189.50

III

灰 白色に 脱色 して表 面が ざらつ く。灰白 C b β

深 度151.2mに 角度30°程 度の亀 裂が
発 達する 。

II

III

II

深 度153.5、 153.7mに角 度60°程度 の
方 解石脈 が見 られる 。

I

II

I

II

III

深 度156m付近 から、 煙状 の輪郭 の不
明 瞭な脈 が発 達する 。II

棒 状コア で表 面に光 沢を もち、 亀裂
が 少なく 極硬 質。I

III

I

B

II

片 状コア 。C IV

a α

角 礫状コ ア。
粘 土分が 流出 。D V d γ

棒 状～片 状コ ア。C IV

II

III

斜 長石の 斑晶 が大き くな る。II

III

B

II

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。B III

棒 状～片 状コ ア。C IV

棒 状コア で硬 質。B II

片 状コア 。C IV

棒 状コア で硬 質。II

III

II

III

角 度70° で方 解石脈 が発 達する 。

B

II

角 礫状で 粘土 分が流 出。C V

棒 状コア で硬 質。
輪 郭の不 明瞭 な脈が 見ら れる。

III

B

II

a

棒 状～片 状コ ア。C IV b

α

角 礫状で 粘土 分が流 出。
岩 片はφ 5cm程度 までの 角礫 状。
礫 間に少 量の 粘土分 が残 るが、 流出
が あるも のと 考えら れる 。

D V d β

III

棒 状コア で硬 質。
輪 郭の不 明瞭 な脈が 見ら れる。

II

B

III

a

片 状コア 。C IV c

棒 状コア で硬 質。B III a

片 状コア 。C IV c

III

棒 状コア で硬 質。
全 体に割 れ目 を充填 する ような 形状
で 輪郭の 不明 瞭な脈 が見 られる 。

II
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193
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197

198

199
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201
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204
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210

211
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全 体に割 れ目 を充填 する ような 形状
で 輪郭の 不明 瞭な脈 が見 られる 。

II

I

III

I

深 度197～ 200mま で明瞭 な方 解石脈 み
ら れる。
粒 径の大 きく なった 斜長 石が散 在す
る 。

III

II

棒 状コア で硬 質。
不 規則な 形状 の割れ 目が 見られ 部分
的 に礫状 にな る。
全 体に輪 郭の 不明瞭 な脈 がみら れ、
粒 径の大 きく なった 斜長 石が散 在す
る 。

III

II

棒 状コア で亀 裂が少 なく 極硬質 。
全 体に輪 郭の 不明瞭 な脈 見られ 。大
き くなっ た斜 長石が 散在 する。

I

棒 状コア で硬 質。
深 度206.5付近お よび207.3m付近に 角
度 30°の 亀裂 が見ら れる 。
輪 郭の不 明瞭 な脈が 見ら れ、粒 径の
大 きくな った 斜長石 が散 在する 。

II

I

棒 状コア で亀 裂が少 なく 極硬質 。
全 体に脈 が拡 散した よう な形状 で煙
状 の模様 が見 られる 。
斜 長石も 拡散 したよ うに 粒径が 大き
く 輪郭が 不明 瞭とな った ものが 散在
す る。

II

B

I

a

α

棒 状～片 状コ ア。C IV c β

棒 状コア で硬 質。
全 体に輪 郭の 不明瞭 な脈 が見ら れる。
大 きくな った 斜長石 の斑 晶が見 られ
る 。

II
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480.40

483.40

488.30
488.60

489.00

493.20

495.70
495.90

499.10

499.50

501.20

潜 在的な 亀裂 が多い 。
石 英脈は 概し て角度 60° 程度で 層状
の 構造を 示す が、分 離し ている 。
様 々な大 きさ で不規 則な 形状で 分布
す るが、 層状 構造の 方向 に長く 伸ば
さ れてい る。
非 対称な 形状 を示す もの が多く 見ら
れ る。
深 度477.8mに 幅 10cm程度 の緑色 片岩
を 挟む。
深 度480.3m付 近では 石英 脈が縦 方向
に 伸びて いる 。

色
片
岩

黒

D IV c δ

緑 色片岩 主体 で間に 黒色 片岩が 挟ま
れ る。石 英脈 を頻繁 に挟 む。
棒 状コア 外形 を示す が、 コア表 面は
ザ ラツキ があ り、凹 凸の 見られ る部
分 多い。 潜在 的な亀 裂が 多い。
緑 色片岩 と黒 色片岩 の互 層状態 には
角 度30～ 60° の層状 構造 が見ら れる。
石 英脈は 層状 構造と 調和 的であ るが、
分 離して 非対 称構造 を示 すもの が多
い 。

緑
色
片
岩

(

黒
色
片
岩

)

緑
褐 C IV c δ

石 英脈を 頻繁 に挟む 黒色 片岩。
棒 状コア 外形 を示す が、 コア表 面は
ザ ラツキ があ り凹凸 が見 られる 部分
が 多い。
深 度486m付近 までは 変形 構造が 著し
い 。
深 度486.4m付 近から は、 角度30°程
度 の層状 構造 が見ら れ石 英脈が 調和
的 に挟ま れる 。

黒
色
片
岩

黒 D IV c δ

黒 色片岩 が混 在する 緑色 片岩。緑色片
岩

淡緑
灰 C IV c γ

典 型的な S1・ S2の褶 曲構 造が見 られ
る 。C IV

軟 質化が 著し く、コ ア表 面の粘 土質
部 分が流 出し 、コア 痩せ してい る。
深 度492.2m付 近の石 英脈 の多い 部分
で はコア 外形 を保ち 石英 の表面 は比
較 的滑ら か。

D V

棒 状コア 外形 を示す が、 コア表 面は
ザ ラツキ があ り凹凸 が見 られる 部分
が 多い。
コ ア表面 は粘 土様の 光沢 を示す 。

C IV

礫 状に分 離す る。V

棒 状コア 外形 を示す がコ ア表面 はザ
ラ ツキが あり 凹凸が 見ら れる部 分が
多 い。
深 度498.7m付 近では 、石 英脈に より
著 しい褶 曲構 造が確 認で きる。

黒
色
片
岩

黒

D
IV

c δ

硬 質な緑 色片 岩。緑色片
岩

紫
灰 B III a α

棒 状コア 外形 を示す がコ ア表面 はザ
ラ ツキが ある 。
石 英脈が 多く 変形構 造が 著しい 。

黒
色
片
岩

黒 C IV c γ
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ボーリング柱状図

調 査 名 東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事(三重県飯高町地区)

事業・工事名
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主任技師 渡 辺 寛 現 場
代 理 人 伊 藤 勉 コ ア
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伊 藤 勉

孔 口 標 高 294.877m
角

度
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方
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北
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勾
配 90ﾟ
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機
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-226.62
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-228.22

-228.82

-230.12
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-231.42

-232.12

-232.52

深

度

(m)

501.20

501.80

505.40

510.10

510.70

511.20

511.70

515.00

515.50

517.40

518.10
518.30

519.40

520.10

520.60

521.30
521.50

522.70

523.10

523.70

525.00

525.90

526.30

527.00

527.40

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

棒状コア外形を示すがコア表面はザラツ
キがある。
石英脈が多く変形構造が著しい。

黒
色
片
岩

黒 C IV c γ

コア表面はザラツキがあるが比較的硬質。緑色片
岩

緑
褐

C III b β

棒状コア外形を示すが表面にザラツキが
ある。
深度502m付近から角度60～80°の構造が
見られ、調和的な開口亀裂が見られる。
石英脈は細く長く伸びて比較的連続性が
ある。

黒
色
片
岩

黒 C IV c γ

全体として白色化が進んだ緑色片岩。
角度30～60°の構造が発達する。
白色の脈が繊維状～網目状に密集して見
られる。
脈は輪郭が不明瞭で煙状である。
棒状コア外形を示すがコア表面にはザラ
ツキがあり凹凸の見られる部分も多い。
深度506.4～508.4mは基質が暗灰色の色調
を示すため現岩は黒色片岩と考えられる。
深度509m以深で極めて特徴的な濃緑色の
色調を示す。

緑
灰～

暗
灰～

濃
緑

C IV c γ

棒状コアで金属音を発する程度に硬質。
網目状に白色の脈が密集して見られる。I

基質は濃緑色の色調を帯びる。

緑
色
片
岩

緑
灰

B
III

a α

網目状～煙状に白色の細脈が発達する。
暗
灰

III

棒状コアで硬質。
深度513m以深は脈の色調が薄く角度60°
程度の構造に調和的に筋状に発達する。

黒 II

深度515.4m付近に輪郭の明瞭な白色の脈
が角度60°程度の構造で密集する。

III

繊維状・網目状に白色の脈が発達する。
深度516.8m付近は脈の密集が著しい。

II

輪郭の不明瞭な灰白色の脈が筋状に発達
する。

黒
色
片
岩

暗
灰

B

I

a α

棒状コアで硬質。緑灰 B II a α

棒状～礫状コア。
白色の脈が発達し基質は緑色の色調を帯
びる。

緑
灰
白

C IV c β

棒状コアで硬質。暗緑
灰 B II a α

コア表面に凹凸があり脆弱。

緑
色
片
岩

緑灰 C IV c β

棒状コアであるが表面にザラツキがある。黒色片
岩 黒 C II b α

黒色片岩を挟む。緑色片
岩 緑 C III b β

棒状コアであるが表面にザラツキがある。C IV b β

棒状コア外形を示すが粘土化が進み指圧
で容易に変形する。D V c δ

棒状コア外形を示すが凹凸がある。C IV b γ

棒状コア外形を示すが、粘土化・礫状化
が進んでいる。

D V c δ

棒状コア外形を示すが表面にザラツキ・
凹凸があり一部礫状化している。C IV b γ

粘土化・礫状化している。D V c δ

棒状コア外形を示すが表面にザラツキが
ある。

黒

IV γ

表面にザラツキが見られる。暗灰 II α

黒
色
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ある。
IV γ

表面にザラツキが見られる。暗灰 II α

棒状コア外形を示すが表面にザラツキ・
凹凸が見られる。
全体に石英脈が不規則な形状で分布し、
連続性が悪い。
深度529.9～531.5mまで緑色片岩部分が挟
まれ細脈が密集して見られる。

色
片
岩

黒

C

IV

b

γ

表面にザラツキが見られる。ハンマーの
打撃で濁音を発する。

緑色片
岩

緑
灰

C I a α

棒状コア外形を示すが、表面にザラツキ・
凹凸が見られる。

III b β

棒状コア外形を示すが表面に凹凸があり
潜在的な割れ目が多い。

C

IV c γ

粘土化が進み礫状になる。D V d δ

棒状コア外形を示すが、コア表面に凹凸
があり一部礫化している。
石英脈は不規則な形状の塊状のものが多
く見られる。
亀裂は一定の方向性は見られない。

C IV c γ

粘土化が進み礫状化している。D V d δ

棒状コア外形を示すが表面に凹凸がある。
亀裂が多く一部礫状化している。
深度541.6～542.5mまでは全体に石英質な
部分が不規則な形状で散在し灰色の色調
を示す。
深度546.6m付近には網目状の細脈が密集
する。
深度546.8m付近には角度60°程度の構造
が発達する。

C IV c γ

棒状コアで採取され比較的硬質。
角度60°程度の構造が見られる。

II

棒状コア。
塊状の石英が多く含まれる。

B

III

a α

棒状コア外形を示すが亀裂が多い。
深度550.7m付近に塊状の石英質な部分を
含む。
深度551.4m付近は礫状となっている。
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黒
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伊 藤 勉
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角
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深

度

(m)

526.40

527.20

527.80

529.40

531.50

532.80

533.50

534.30

535.00

540.30

541.20

545.35

546.70

548.00

551.80

552.50

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

コア表面は凹凸が見られ、粘土分が流出
してコア痩せしている。
黒色片岩が緑色化あるいは白色化して脆
弱になっており、手で簡単に折れる。

緑
色
片
岩

緑灰～

灰白
D V d δ

棒状コアで硬質。褶曲が進み石英が分離
し不定形となっている。

黒色片
岩 黒 B II a α

棒状コアであるが表面はザラツキがあり
凹凸が見られる。褶曲に沿って緑色化し
ている。

緑色片
岩

緑
灰

C III c γ

黒色片岩・緑色片岩が互層状。
緑色片岩部分が脆弱で凹凸・ザラツキが
見られる。
褶曲の単斜に沿って角度30°～60°の調
和的な亀裂が見られる。

黒色片
岩緑色
片岩

緑
灰～

暗
灰

C III b γ

棒状～片状コア。
割れ目で分離する片状。
単斜構造の細い縞状の石英脈と褶曲が進
み石英が分離して不定形の部分が見られ
る。

黒
色
片
岩

黒 C III b β

棒状コア主体で硬質。
緑色部分が網目状・繊維状に20°～60°
の角度で細互層する。
幅2cm程度の石英脈が縦方向に見られるが
境界は不鮮明。

緑
色
片
岩

灰 B III b α

棒状コア。塊状の石英を多く含む。黒色片
岩 黒 B III a α

棒状コアで硬質。緑色部分が網目状・繊
維状に20°～60°で細互層する。

緑色片
岩

緑
灰

B III a α

片状～角礫状コア主体。粘土分が流出し
ている。

D V d

棒状～片状コア。
棒状部分でもコア表面にザラツキが見ら
れ脆弱。
全体に褶曲構造が発達するが、単斜構造
部分では角度20°～70°の片理構造が見
られ構造に調和的な亀裂が見られる。
褶曲のきつい部分では石英が分離し不定
形となる。
石英脈の多い部分はコア外形を示すが、
黒色部分は礫状になることが多い。

C IV b

α

礫状コア主体。棒状の外形を示す部分で
も脆弱で指圧で変形する。
粘土分が流出しコア痩せしている。

E V d γ

棒状～片状コア主体。棒状部分でも表面
にザラツキがあり脆弱。

C IV b α

片状～礫状。棒状外形を示すが脆弱で手
で崩れる。
石英が礫状に分離している。

E V d γ

棒状～片状コア主体。棒状コア部分でも
表面に凹凸がありザラツキがある。

IV b

棒状～片状コア主体。
棒状部分は硬質でコア表面は滑らかで光
沢を持つ。
全体に褶曲構造が発達する。
550.35m付近に緑色化部分を挟む。

黒
色
片
岩

黒

C

III a

α

棒状コア主体。
表面にザラツキが見られる。

緑色片
岩

緑灰
～灰 C III a α
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585.50
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590.70
591.00

棒状コア主体。
表面にザラツキが見られる。

緑色片
岩

緑灰
～灰 C III a α

棒状～片状コア主体。
554.7m付近角礫状で粘土分が流出してい
る。
褶曲構造が発達し石英が分離している。

C IV

棒状～片状コア主体。
コア表面は滑らかで光沢を持つ。棒状部
分は硬質。
全体に低角度の単斜構造が優越し石英脈
が細脈化している。
559.5m付近に幅10cm程度の石英脈を挟む。

棒状コアで硬質。
角度60°以上の高角の単斜構造が発達し、
調和的な亀裂が見られる。
亀裂は密着性は良いが分離する。

III

棒状コア。角度70°の亀裂が石英の縞を
切って変移させている。
縦方向の長波長の単純な褶曲構造が見ら
れる。

II

棒状コア。縦方向の褶曲に沿う割れ目が
発達する。

III

棒状コアで硬質。縦方向に褶曲構造が発
達する。II

棒状コアで硬質。
縦方向の褶曲構造が発達。

III

棒状コアで硬質。
縦方向の褶曲構造が発達。

II

棒状コアで硬質。
角度20°～60°程度の単斜構造が卓越す
る。
571.6m付近と572.2m付近に塊状の石英が
挟まれる。

III

棒状コアで硬質。
石英が細かく分離して砂粒状にみえる。II

棒状コアで硬質。
角度20°～60°程度の単斜構造が発達す
る。
石英脈が不明瞭となる部分が多い。

黒
色
片
岩

黒

B

III

a α

棒状であるがコア表面に凹凸があり脆弱。
粘土化しており、指圧で変形する。580.
1mで角度60°で硬質部分と境される。

黄
緑
灰

D V d γ

棒状コアで極硬質。網目状・煙状に細脈
が見られる。
変成岩の原岩構造は完全に失われている。

緑
色
片
岩

緑灰
～暗
緑灰

A I a α

棒状コアで極硬質。
ひび割れ状の細脈が特徴的に見られる。
全体に緑色の色調を帯びる。
原岩の変成岩の構造は完全に失われてい
る。

黒
色
片
岩

黒 A II a α

棒状コアで極硬質。
黒色片岩と緑色片岩が細互層状。
全体としては角度60°程度の単斜構造状。

緑灰
～灰

棒状コアで硬質。885.3m付近で一部脆弱
化する。黒色片岩を角礫状に含む。
全体として白色化している。

緑
色
片
岩

黄
緑
灰

B III a α

棒状コア主体。
コア表面にザラツキがあり、亀裂がある。

黒色片
岩 黒 B III a α

棒状コア主体で角礫状に分離する。石英
が緑色化している。

緑色片
岩

緑
灰

B III a α

棒状コアで硬質。
褶曲構造が発達し、石英は分離して不定
形を示すものが多い。

B II a

棒状～礫状。C IV d
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-303.82

-304.32

-305.12

598.70

599.20

600.00

棒状コアで硬質。
褶曲構造が発達して石英は分離して不定
形を示すものが多い。
593.2～594.0mは角度30°程度の単斜構造
で調和的な亀裂が発達する。
597.7m付近では石英の輪郭がぼやけ、溶
解したような形状を示す。

B II

棒状～角礫状。598.8m付近は粘土化して
指圧で変形する。
599.2m付近はガラス質な割れ方をする。
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棒状コアで硬質。網目状・煙状の細脈が
見られる。
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